
  

（５）大学附属高等学校の運営計画 
 

 

校 長 今 城 慰 作 

 

2021年度 年間聖句 

「空の鳥をよく見なさい。野の花がどのように育つのか、注意して見なさい。」 

マタイによる福音書 ６章 26、28節 

 

はじめに 

昨年度から続くコロナ禍の収束の見通しがないまま、2021年度に入ります。「Withコロナ」を

前提に年間行事を策定します。特に特別行事が行えなかったために、学級、学年、学校形成に大

きな影響があり生徒達に影を落としそうです。例えば生徒同士の人間関係の構築や、課外活動に

よる様々な経験を積むことができませんでした。2021 年度はコロナ禍を前提にして数年前から整

えてきた ICT設備を活用した活動を計画します。 

2021年度の生徒募集は苦戦しましたが、予算定員を確保できそうです。入学者アンケートを

分析しつつ、さらなる「教育内容」の充実を重点目標として、学校形成を模索していきます。財

政基盤が厳しくなる中、学園のグランドデザインに基づき、５年ほどの中期的な見通しを立て、

スクールバス運行や奨学金について見直しを行います。 

「コロナ対策」、「働き方改革」をはじめとした取組むべき課題が多くあります。本校の伝統

を大切にしつつ、時代の変化に即した指導の在り方を模索していきたいと思います。 

 

１．「建学の精神」に基づくキリスト教教育について 

学校教育目標は「キリスト教の精神に根ざした他者と共に生きる自立した市民としての人格

を育む」という言葉です。この言葉の意味が充分に理解され、具現化されているかを教職員が

それぞれに学びを深め続ける必要性を感じます。そして、日々、変化する個々の現場の出来事

に対して、一貫した目標として浸透するために、昨年に引き続き、その意味を問い続けなけれ

ばなりません。 

昨年度は、週のはじめの全校礼拝が一堂に集まることができず、放送礼拝や映像配信という

形を取らざるを得ませんでした。「賛美歌」を歌うことはできませんが、建学の精神に基づく、

キリスト教教育の呼吸のように「祈り」続けていきたいと思います。 

 

２．学習指導及び生徒指導について 

 １）学習指導  

2019 年度に ICT 環境を整え、全校生徒に配付する（リース型）タブレット PC を活用した

授業を開始しました。これはコロナ禍にあって、文科省の GIGA スクール構想にも合致しま

した。コロナ禍の臨時休校期間中に、ホームルームやオンライン授業などで活用すること

ができました。（新年度がスタートして２日目に臨時休校となったため、１年生にはタブ

レット PC を配布することができませんでしたが、スマートフォンなどの使用で補いまし

た。） 

2017 年度より「英語指導を強化」するため、少人数の展開授業を始め、上位層を引き上

げました。英語検定の２次の面接対策としての学生アシスタントの活用などを通して、英

検取得率の向上など一定の効果が表れ、北星学園大学の文学部英文学科に 10 名の進学者を

生み出すことができました。今年度からはさらに苦手な学力層の展開クラスも作り、全体

の底上げを目指します。また、新入生の中学内申のボリューム層が E・F ランクから D ラン
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クに上がっています。学力層の幅が広いため、ICT 教材を使ってそれぞれの理解度に合わせ

た自習等の課題を提供する取組みを行います。 

特進コースの勉強合宿は、感染症の社会情勢を見ながら、外部の施設を使った取組みを

計画します。利用していた施設が廃業になり、学園の政策予備費も終了したため、生徒の

財政的な負担が発生するため検討しなければならない課題はありますが、より効果的な指

導方法を模索します。生徒が志望する大学へ妥協せずに進路実現できるように指導を行い

ます。 

 ２）厚生・生活指導 

感染対策を最優先に考えつつ、キリスト教教育週間の期間に全校生徒でクリーン活動を行

います。また、部活動単位でも随時、クリーン活動、除雪作業などボランティア活動を行い

ます。校舎は、生徒会の厚生委員や強化指定クラブの生徒が主体となって、常に美化を保っ

ています。 

「生活指導」については、隣人を思いやる人間性を「育てる」ことを継承しつつ展開して

いきます。 

３）クラブ指導 

「強化指定クラブ」は、制限がかかることが予測されます。力をつけてきた野球部やサッ

カー部、吹奏楽部、男女バスケットボールは、強さを求めるだけでなく、部活動を通して総

合的な人間性を育てることができる部活へと展開をしたいと考えています。そのために、外

部のアドバイザーの研究や指導を仰ぎます。 

４）進路指導 

附属高校として、北星学園大学への指定校推薦枠 100 名を推薦できるように、大学のアド

ミッション・ポリシーも意識しつつ、大学の魅力を発信し取組みます。大学の出張講義や、

オープンキャンパスなどを活用し、１、２年生の早い段階で進路選択を促す取組みを行いま

す。また、掲示板を使って北星学園大学の学生がメディアで取り上げられているユニークな

取組みなどを紹介するコーナーを作り、大学の魅力を発信できるような仕組みを昨年度から

作りました。北星学園大学への進路を促す取組みとして継続していきます。 

 

３．教職員の資質向上について 

夏期、冬期研修会に、外部講師を招いて、適宜必要なテーマを設定し、全教員対象に講演を

企画しています。特に ICT 教育の活用を学び、実践に結びつけます。また、オンラインでも教

科指導の研修に参加し、職員会議で報告を行っています。これらは継続して行います。 

 

４．生徒募集について 

「高大接続」と「英語教育の強化」に加えて、「基礎学力の向上」と「多くの人の話を聞く」

という新たなプロジェクトを打ち出して独自性をアピールします。オンラインも利用して、よ

り一貫したテーマで広報活動ができるように取組みます。 

 

５．教育環境及び施設整備、財政について 

１）建物 

日常の活動において、破損のないように気を付けています。個室のトイレは改築を行っ

た後、洋式が主流となりましたが、南棟の女子トイレには６つの個室の中、和式が４つあ

ります。数年前から生徒会の強い要望があり、洋式に改修をします。校舎外にトイレの施

設がないため、クラブの練習試合などで見学に来られる外部の方が校舎を利用することは、

感染予防と防犯対策のために禁止にしました。財政が厳しい中ですが、開校 60 周年記念事

業として総合グランドを改修することを記念事業委員会中心に話し合っています。 

２）ICT環境と推進 
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2019 年度に全教室で無線ネットワークが使用できるように整備を行いました。モニター

も体育館を含めて全教室に整備し、一カ所から映像を配信できるようにして、全校集会や

全校研修が教室で同時に行えるように整備します。さらに Wi-Fi 環境の通信容量を増やす

ことで、通信状態の安定化を目指します。 

３）財政目標、財政改善の取組み 

収入の面では 2020 年度から授業料の値上げを行いました。今年度は２学年がその対象と

なります。入試監督などを専任職員が担当する努力をして支出を削減しています。スクー

ルバスの運行と奨学金については、中期計画で５年毎に見直しを行います。スクールバス

の運行はワーキンググループが、具体的に運行状況や経路の確認を行っています。 

 

６．高大連携及び地域連携について 

高大連携については、英語検定の２次対策の面接指導を大学生にお願いをしています。また

大学の学歌を紹介するなど、附属高校であることを意識づけています。 

2020 年度は北星局が有志で、生活困窮者の食事支援やフィリピンの子供たちへの絵本、古

着の支援などボランティア活動を行いました。コロナ禍ではありますが、遠隔通信を使って交

流会も継続して行っています。 

 

おわりに 

近隣で大学と系列がある私立高校が移転してきました。スクールバスの運行や人工芝グランド

などの整備が当たり前の状況にあります。中長期計画のグランドデザインを基に、財政計画を明

確にしつつ、本校の魅力を発信し、未来を生きる生徒の可能性を信じ、教育活動を模索します。

同時に教職員の健康とライフワークバランスが保てるように「働き方改革」を推進します。 

以 上 
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